
表－９ 高濃度オキシダント発生時の風向頻度（時間数）（平成１８年度）

風向局名 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 主風向

鳴 門 ２１ ４ ５ ３ ６ ６ １５ ２７ ３ １ ３ ２９ SE～SSE, NNW～N

松 茂 ９ １２ １ １ ５ ３０ １０ ３ ３ ５ ７ NNE, ESE

藍 住 １１ １５ ３ １３ １９ ２７ １６ １ ３ ６ １４ NNW～NNE, ENE～SE

北 島 ６ ３ １ ８ ６ ２９ １８ ８ １ １ ９ １６ ESE～SE, NNW

川 内 １２ ７ １ ２ １０ ２１ １２ ３ １ ２ １５ ESE～SE, NNW～N

徳 島 ４ ７ １１ ９ １６ １３ ３８ ８ １ １ ３ ５ ８ E～SE

小松島 ５ ３ ７ ２０ １３ ７ ６ １２ ２ １ ４ ４ ENE～E

那賀川 １０ １４ ５ １０ １２ ９ ７ １５ ２２ ５ ２ ２ ９ NNE, SSE～S

中 島 １４ ８ ３ １１ １４ ７ １０ １０ ８ １ ５ N, E～ESE

羽ノ浦 １５ ４ ８ １５ １２ １０ ８ ４ ２０ ５ １ １ １ ３ １ ５ N, ENE～E,S

阿 南

大 潟 ３ ５ １２ １０ ４２ ２０ １１ １２ ２０ １２ １５ ３ １ １ ESE～SE, S～WSW

山 口 ７ ２６ ８ ７ １５ ６ ３ ５ １９ ２１ ６ ２ １ ２ １ NNE, E, S～SSW

椿 ２ １ ３ １０ ３６ １６ ３ ５ ２１ １６ １３ ７ ８ ６ １ E～ESE, S～SW

鷲 敷 ３ ７ ３ ３ ９ １２ １ １ ２ ５ ４ ２ １ ３ ESE

由 岐 ３ ５ ２ １ ２ ６ ６ ５ １１ １７ ３６ ６ １ ５ SSW～SW

脇 町 ２ ９ ６ ３２ ５５ ６ １３ ２ ENE～E

池 田 ２６ １０ ６ １ ９ ５ ３ ２ ２ １ ４ ３ ９ １３ １９ NNW～N

計 １５０ １３８ ７８ １４７ ２４６ ２５９ １７３ １１６ １２４ ９８ ７１ ４３ ３２ ３５ ５６ １４１

（%） ７．９ ７．２ ４．１ ７．７ １２．９１３．６ ９．１ ６．１ ６．５ ５．１ ３．７ ２．３ １．７ １．８ ２．９ ７．４

図－８ 降水量の状況

図－９ 日照時間の状況
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表－１０ 高濃度オキシダント発生時の風速頻度（時間数）（平成１８年度）

風速

局名

０．０
～
０．９
m/s

１．０
～
１．９
m/s

２．０
～
２．９
m/s

３．０
～
３．９
m/s

４．０
～
４．９
m/s

５．０
～
５．９
m/s

６．０
m/s

以上

鳴 門 １０ ２８ ３８ ３４ ６ ３ ３

松 茂 ５ ２６ ３４ １５ ４ ２

藍 住 ５ ４０ ３７ ２５ １７ ４

北 島 ４ ２８ ４５ ２１ ６ １ １

川 内 ２ １５ ２１ ２７ １１ ３ ７

徳 島 ３ １５ ４８ ３４ １４ ４ ５

小松島 ４ １９ ４１ １１ ４ ５

那賀川 ３ ２６ ３８ ２６ ２０ ４ ５

中 島 ３ ２１ ２０ ２７ ７ ６ ７

羽ノ浦 ３ ２４ ２５ ３０ １６ ８ ７

阿 南

大 潟 １２ ６６ ５５ ２４ ８ ２

山 口 ６ ３１ ４３ ２５ １５ ５ ４

椿 ８ ４４ ５３ ３５ ５ ３

鷲 敷 １５ ２７ １２ ２

由 岐 ７ ５３ ３５ ９ １ １

脇 町 ３ １８ ３２ ３９ ２６ ６ １

池 田 ２９ ６９ １５

計 １２２ ５５０ ５９２ ３８４ １５９ ５７ ４１

（%） ６．４ ２８．９ ３１．１ ２０．２ ８．３ ３．０ ２．２

図－１０ 高濃度オキシダントと風速別出現頻度

表－１１ 全局のオキシダント昼間の日最高値の月平均値 単位：ppm

月
年度等

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 平均

平成１３年度 ０．０５９ ０．０５９ ０．０５３ ０．０４７ ０．０５４ ０．０５０ ０．０５７ ０．０４１ ０．０３９ ０．０４２ ０．０４４ ０．０５８ ０．０５０

平成１４年度 ０．０６４ ０．０６３ ０．０６４ ０．０３７ ０．０４１ ０．０５５ ０．０５５ ０．０４１ ０．０３５ ０．０４０ ０．０４３ ０．０５１ ０．０４９

平成１５年度 ０．０５８ ０．０５９ ０．０５６ ０．０４４ ０．０４５ ０．０４４ ０．０５０ ０．０３８ ０．０４３ ０．０４６ ０．０５２ ０．０５８ ０．０４９

平成１６年度 ０．０７５ ０．０６９ ０．０５８ ０．０６２ ０．０５０ ０．０４９ ０．０４８ ０．０４８ ０．０３６ ０．０３９ ０．０４２ ０．０５１ ０．０５２

平成１７年度 ０．０６３ ０．０７５ ０．０６７ ０．０５８ ０．０５０ ０．０４８ ０．０４８ ０．０４５ ０．０３９ ０．０３９ ０．０３９ ０．０４８ ０．０５２

過去５年間平均 ０．０６４ ０．０６５ ０．０６０ ０．０５０ ０．０４８ ０．０４９ ０．０５２ ０．０４３ ０．０３８ ０．０４１ ０．０４４ ０．０５３ ０．０５０

平成１８年度 ０．０５３ ０．０６５ ０．０７０ ０．０４２ ０．０６２ ０．０５７ ０．０５４ ０．０４３ ０．０３５ ０．０４０ ０．０４７ ０．０５４ ０．０５２

図－１１ 全局のオキシダント昼間の日最高値の月平均値
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以降では同様な値で推移している。月別では，全局とほ

ぼ同じ傾向を示した。また過去５年間の平均値との比較

においても全局とほぼ同じ傾向を示した。

南部地域の昼間の日最高値の年平均値は，表－１３，

図－１３に示すとおり，平成１８年度は０．０５３ppmで，過去

５年間の平均値より高かった，また地域別においても最

高値であった。月別では北部地域とほぼ同じ傾向を示し

た。また過去５年間の平均値との比較においても北部地

域とほぼ同じ傾向を示した。

西部地域の昼間の日最高値の年平均値は，表－１４，

図－１４に示すとおり，平成１８年度は０．０５２ppmで，過去

５年平均値とほぼ同じである。月別では北部，南部と同

様に６月が最も高く０．０７２ppmで，それ以降低下し１２月

が０．０３１ppmで底となり，２月より上昇している。

以上より平成１８年度は日最高値の月平均値は，西部地

域が北部，南部に比べて６月に最も高い０．０７２ppmを記

録し，８月は０．０６８ppmであり，他地域より僅かである

が高い。他の期間については，北部，南部，西部地域と

も月別変化はほぼ同様な傾向を示している。

表－１２ 北部のオキシダント昼間の日最高値の月平均値 単位：ppm

月
年度等

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 平均

平成１３年度 ０．０５９ ０．０５８ ０．０５１ ０．０４４ ０．０５２ ０．０５０ ０．０５７ ０．０４０ ０．０３８ ０．０４１ ０．０４３ ０．０５８ ０．０４９

平成１４年度 ０．０６１ ０．０６２ ０．０６３ ０．０３８ ０．０４１ ０．０５５ ０．０５４ ０．０３９ ０．０３３ ０．０３８ ０．０４２ ０．０５０ ０．０４８

平成１５年度 ０．０５５ ０．０５７ ０．０５５ ０．０４２ ０．０４６ ０．０４３ ０．０４９ ０．０３７ ０．０４２ ０．０４６ ０．０４９ ０．０５７ ０．０４８

平成１６年度 ０．０７３ ０．０６８ ０．０５７ ０．０６２ ０．０５１ ０．０５０ ０．０４８ ０．０４６ ０．０３４ ０．０３８ ０．０４１ ０．０５１ ０．０５２

平成１７年度 ０．０６０ ０．０７４ ０．０６７ ０．０６０ ０．０４９ ０．０４９ ０．０４９ ０．０４６ ０．０３８ ０．０４０ ０．０４０ ０．０５０ ０．０５２

過去５年間平均 ０．０６２ ０．０６４ ０．０５９ ０．０４９ ０．０４８ ０．０４９ ０．０５１ ０．０４２ ０．０３７ ０．０４１ ０．０４３ ０．０５３ ０．０５０

平成１８年度 ０．０５４ ０．０６２ ０．０７０ ０．０４１ ０．０６３ ０．０５７ ０．０５４ ０．０４２ ０．０３４ ０．０４０ ０．０４７ ０．０５５ ０．０５２

図－１２ 北部オキシダント昼間の日最高値の月平均値

表－１３ 南部のオキシダント昼間の日最高値の月平均値 単位：ppm

月
年度等

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 平均

平成１３年度 ０．０６４ ０．０６６ ０．０５６ ０．０４６ ０．０５３ ０．０５８ ０．０６２ ０．０４６ ０．０４５ ０．０４６ ０．０４７ ０．０６３ ０．０５４

平成１４年度 ０．０６７ ０．０６２ ０．０６２ ０．０３３ ０．０３９ ０．０５４ ０．０５７ ０．０４２ ０．０３７ ０．０４１ ０．０４５ ０．０５３ ０．０４９

平成１５年度 ０．０６０ ０．０５９ ０．０５５ ０．０４３ ０．０４１ ０．０４２ ０．０５１ ０．０４０ ０．０４４ ０．０４６ ０．０５３ ０．０５９ ０．０４９

平成１６年度 ０．０７７ ０．０７１ ０．０５７ ０．０６１ ０．０４９ ０．０４９ ０．０５０ ０．０５０ ０．０３８ ０．０４０ ０．０４３ ０．０５１ ０．０５３

平成１７年度 ０．０６７ ０．０７６ ０．０６６ ０．０５６ ０．０５０ ０．０４６ ０．０４７ ０．０４５ ０．０４０ ０．０３８ ０．０３８ ０．０４６ ０．０５１

過去５年間平均 ０．０６７ ０．０６７ ０．０５９ ０．０４８ ０．０４６ ０．０５０ ０．０５３ ０．０４５ ０．０４１ ０．０４２ ０．０４５ ０．０５４ ０．０５１

平成１８年度 ０．０５２ ０．０６７ ０．０７０ ０．０４３ ０．０６０ ０．０５８ ０．０５５ ０．０４５ ０．０３８ ０．０４１ ０．０４７ ０．０５４ ０．０５３
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� ま と め
１ 本県では全局で環境基準未達成であり，平成１８年度のオ

キシダントの環境基準を超えた日数が約半数の局で１００日

を超えていた。月別では環境基準を超えた日は６月が最も

多く，５月，６月と８月，９月に集中していた。

２ 本県の平成１８年度の高濃度オキシダント発生日数は６７日

であり，昨年度より１６日少なく，過去１０年間の平均よりも

１０日少なかった。

図－１３ 南部のオキシダント昼間の日最高値の月平均値

表－１４ 西部のオキシダント昼間の日最高値の月平均値 単位：ppm

月
年度等

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 平均

平成１３年度 ０．０６３ ０．０６７ ０．０６８ ０．０６９ ０．０６７ ０．０５６ ０．０５７ ０．０４４ ０．０４２ ０．０４６ ０．０４７ ０．０６２ ０．０５７

平成１４年度 ０．０６１ ０．０６５ ０．０７４ ０．０５３ ０．０４９ ０．０５９ ０．０５４ ０．０３９ ０．０３４ ０．０４１ ０．０４３ ０．０４９ ０．０５２

平成１５年度 ０．０５９ ０．０６８ ０．０６０ ０．０５０ ０．０５６ ０．０５６ ０．０５２ ０．０３５ ０．０４３ ０．０４６ ０．０５３ ０．０５５ ０．０５３

平成１６年度 ０．０７３ ０．０６７ ０．０６２ ０．０６６ ０．０５２ ０．０４４ ０．０４５ ０．０４４ ０．０３４ ０．０３８ ０．０４１ ０．０４９ ０．０５１

平成１７年度 ０．０５８ ０．０７７ ０．０７４ ０．０６４ ０．０５４ ０．０５０ ０．０４６ ０．０４２ ０．０３９ ０．０３８ ０．０４０ ０．０５１ ０．０５３

過去５年間平均 ０．０６３ ０．０６９ ０．０６８ ０．０６０ ０．０５６ ０．０５３ ０．０５１ ０．０４１ ０．０３８ ０．０４２ ０．０４５ ０．０５３ ０．０５３

平成１８年度 ０．０５４ ０．０６２ ０．０７２ ０．０４５ ０．０６８ ０．０５６ ０．０５４ ０．０３９ ０．０３１ ０．０３９ ０．０４６ ０．０５６ ０．０５２

＊西部の局は脇町局，池田局で，池田局は平成１４年度から測定している。

図－１４ 西部のオキシダント昼間の日最高値の月平均値
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３ 全国の平成１８年度の注意報発令日数（０．１２ppm以上）

は１７７日であり，平成１２年度をピークに減少傾向が見られ

る。本県における平成１８年度の注意報発令日数は，６月に

３日発令された。これは，平成７年度以降１２年連続であ

る。四国内で最も注意報の発令が多いのは徳島県で，隣県

の香川県では過去１０年間発令されていない。

４ 本県における平成１８年度の高濃度オキシダント発生日が

多いのは５月，６月と８月～１０月であり，その期間は平年

より気温が高く，降水量が少なく，日照時間が長かったた

めであると思われる。

５ オキシダントが初めて高濃度となった時刻は１３～１５時

で，高濃度であった時刻は日射量の多い時間帯に多く見ら

れた。一方，日没後に高濃度に発生しているのは，関西方

面あるいは大陸等からの移流が原因と考えられる。

６ 高濃度オキシダント発生時の天候は晴れていて，日照時

間が長く，風速は１．０～３．９m/sの弱風の日が多かった。

これは，光化学反応が促進され，発生したオキシダントが

滞留したためであると思われる。また，風向については北

部局は北から東を経て，南方位（中国地方，関西地方），

南部局は南方位，脇町局は東方位，そして池田局は北方位

が多かった。この様に，気象条件等によって注意報レベル

の濃度になる可能性があるため，今後とも注意する必要が

ある。

７ 平成１８年度の全地域のオキシダントの昼間の日最高値の

月平均値は６月が最も高く，それ以降１２月頃まで低下し，

２月より上昇している。過去５年間と比較して６月，８月，

９月については大幅に高くなっている。６月，８月，９月

は降水量が平年比より平均約５０％と少なく，日照時間が長

かったためであると思われる。
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